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ければと考えています。2015 年、今年 3 月にシュテンガー先生、山口先生、それから数名を
入れ、「福島」を訪問し、回ってきました。 












    福島の事件は大きく見て三つの要素から成ると思います。一つは、自然災害としての地震と
津波です。そして、もちろん人為的な事故、あるいは災害としての原発問題。この大きな三つ
の側面から見られるべきだと思います。 






































    その一方、哲学がこういった問題にどう対応するか。その一環として、それに関連して日本
の哲学の対応の仕方とドイツの対応の仕方に少し違いがあるように思いました。 
    一つは、ケアの問題について。その主だった視点は介護などに当たり、いわば人が人として
どのようにして生きていくか。表現するのはなかなか難しいのですが、人が人であること、ど
のようにしてその人間が健康に健やかに過ごしていくかという、人間性の側面が強調されてい
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    私が言いたいのは哲学の中での、哲学内部でのそういった基本的な概念を踏まえて、精緻化
している個別的な自然科学や社会科学の根底に潜む基本的な概念把握。その根底にこれを哲学
は改めて真正面に、いったい全体、何をやっているのだということをテーマとして未来を開拓















































































    しかし、今までの経済と技術の両足で立つという事柄は、もう立ち行かなくなる。これでは
無理なのだ。福島に象徴化されるように、この 2 本柱でこれからの未来を上がっても、崩れ











































    それをいま自然と関連づけてみます。自然はいつも両方に関与しています。今まだ考えてい
る途中にあるのですが、自分の考えを述べてみます。日本においては生の自然はなく、はじめ
からどこか分画された自然となっている。 








    これから私の命題に入りたいと思います。要するに、福島は対立する形だけれど、これと同
じような構造を持っている。 








    そして、水は冷却水である。つまり無限のエネルギーを、冷却水を通して、人間が活用でき
るようにしていく。そして、その最も内部にあるものは、原子核から解放された、莫大な、目
に見えないエネルギーです。 
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    ある種の精神の持っている弾力と、日本の総合的な経済政策との間には相当隔たりがあり、











































    石油は中間に位置するようなものですが、この石油をめぐっての世界経済、それからロシア
とアメリカと中東の問題は、政治絡みの経済的な問題が山積しています。今ある石油を中心に
したエネルギー供給の、世界経済の全体のネットワークの輪を見ながら、これからエネルギー
政策をどう展開していくかということが必要になってくる。もともと 19 世紀、20 世紀のころ
には、戦争を通してエネルギーを獲得するのが当たり前でした。 






















    しかし、一つの危険としていつもあるのは、それが経済効果の一環として、あるいは経済政
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河本 次はウィーンで。ですから、きょうはここのところで一区切りにして、また次の機会に日本か
ウィーンか、どちらかでやりたいと思います。 
シュテンガー ありがとうございました。 
